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＜連絡事項＞

・２月１０日～１６日まで江刺家課長が不在となります。その日の責任者を以下のようにします。　　

２月１０日→東主任　１１日→佐藤主任　１２日→鳥谷部副主任

１３日→佐藤主任　　１４・１５日→藤原副主任

本日内科診察があり、臨時薬が処方となっています。

· 松尾　優様～頭重感・倦怠感があることから２月２日昼～カロナール（200）3Ｔ　3×ｎｄｅ　３日分が処方となっています。

· 奥山　以依子様～嘔気・倦怠感があることから、２月２日昼～ＦＫ散　３包

3×ｎｄｅ　３日分が処方となっています。

蔓延しないよう手洗い・うがいを勧めていきましょう。

· 西病棟に６名のアルコール依存症患者様がおり、治療プログラムを展開するため各病棟のスタッフのヘルプを得る事になりました。後日連絡が来るそうです。

　　　　　　

＜グループワーク＞

事例①半年前から家の中が汚い・消毒薬でドアを拭くなど・他者が触った物は汚いといって触らない患者様への対応について。

●意見

　・患者様の行動をすぐには止めさせない。傾聴する。　　　

○適切な対応

上記の対応でよいと思います。患者様は自分のとっている行動を認識

　　　　　できていない状況にあるため、話を聞き否定も肯定もしないのがよいでしょう。　ドアノブに関しては、スタッフが拭いていることも

　　　　　伝えてもいいと思われます。

　　　　

　　事例②「話しているとイライラする」と受け持ち看護師や、他のスタッフを強く攻撃してくる患者様の対応について。

●意見

　　　　・他のスタッフにかわる。

　　　　・時間をあけて再度アプロ－チする。

· 適切な対応

・上記の対応でいいと思われます。話を傾聴し、イライラする原因などを把握する必要性があります。看護者の対応に対して患者様は、興奮不安・症状の悪化が見られることもある為、看護者は冷静な態度を保持しながら援助を行うことが重要です。

　＜受け持ち患者様NCP評価＞

・佐々木　淳様～現在の問題点は、体重減少がみられているとあげていましたが、体重も増加してきているため削除します。新たな問題点としては、洗濯終了後、洗濯物を放置しておくことが多いため洗濯物をたためるように随時声掛けを行っていきましょう。

　

＜接遇勉強会＞

　事例・・・患者様の部屋にノックをせずに入ってしまい、患者様に不愉快だと言われてしまった患者様のケースについて

　対応策・・病室は病院の部屋でありながら、今そこに入院されている患者

　　　　　　様の私室と考える事が必要です。日常は他の部屋に入る時はノックするか、「失礼します」と声をかけて許可を得るのが当たり前でしょう。患者様が入院されている病室は、患者様の部屋であるという事を認識する事が必要です。意識が変われば、当然行動が変わってくるでしょう。２４時間、人の目にさらされるということは、とても疲れるものです。自分の病室・居室に居るとき位は、自由にしたいと思うことは当然です。ここの職員は、部屋に入る時は必ずノックをしてくださる、カーテンであれば声をかけて「どうぞ」と言ってからはいってくださるという事が分かれば、自分のプライバシーを尊重してくださると患者サイドは受け止め、気が楽になるでしょう。

　　　　　

　　　　　　　　

　　　　　　　　
















